









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































収 繭 量 は、 熊 本 県2,826,883貫、 鹿 児 島 県




















































































































































































































































第 2 表　福岡県製造高別蚕種製造者数（昭和 6、10 年）
蚕種製造高 昭和 6年 昭和 10 年 蚕種製造高 昭和 6年 昭和 10 年
90 万グラム以上
（160 万グラム以上）
1人（2.7）％ 1人（4.5）％ 10 万～20 万グラム未満 8人（21.6）％ 5人（22.7）％
80 万～90 万グラム未満
（80万グラム～160 万グラム未満）
― ― 5万～10 万グラム〃 5人（13.5）％ 5人（22.7）％
70 万～80 万グラム〃 ― ― 3万～ 5万グラム〃 7人（18.9）％ 1人（4.5）％
60 万～70 万グラム〃 ― ― 1万～ 3万グラム〃 8人（21.6）％ 7人（31.8）％
50 万～60 万グラム〃 ― ― 5千～ 1万グラム〃 2人（5.4）％ ―
40 万～50 万グラム〃 ― ― 1千～ 5千グラム〃 4人（10.8）％ 1人（4.5）％
30 万～40 万グラム〃 2人（5.4）％ 1人（4.5）％ 1 千グラム未満 ― 1人（4.5）％
20 万～30 万グラム〃 ― ― 合　　　　計 37人（100） 22人（100）
（注）1．蚕種製造高は、原蚕種と普通蚕種の合計。2．（ ）内の蚕種製造高は、昭和 10 年度分
（資料） 野崎　清編『昭和六年度　蚕種製造業態調査』全国蚕種業組合聯合会、昭和 8年、316～317 頁、

























































































































































第 3 表　福岡県の大蚕種家（1916 〜 1937 年）
蚕種製造者数
蚕種製造数量
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 4 表　九州蚕種株式会社役員の在任期間（大正 9 年〜昭和 8 年）
役職 氏名 住所 大正 9年 大正 10 年 大正 11 年 大正 12 年 大正 13 年
代表取締役 池見辰次郎 筑紫郡住吉町 ○ ○ ○ ○
専務取締役 藤野権太郎 糟屋郡多々良村 （○） （○） ○ ○ ○
〃 安部勝美 　〃　青柳村
常務取締役 岡崎繁太郎 　〃　山田村 （○） （○） ○ ○ ○
〃 藤野権太郎 　〃　多々良村
取 締 役 藤野権太郎 　〃　　 〃 ○ ○
〃 岡崎繁太郎 　〃　山田村 ○ ○
〃 古川芳助 筑紫郡堅粕町 ○
〃 長崎敏郎 糟屋郡席内村 ○ ○
〃 河辺六助 　〃　久原村 ○ ○ ○ ○ ○
〃 安部勝美 　〃　青柳村 ○ ○ ○ ○ ○
〃 長沢伊之吉 　〃　宇美村 ○ ○ ○ ○ ○
〃 田原慈三 　〃　須恵村 ○ ○ ○ ○ ○
〃 友池豊太郎 糸島郡可也村 ○ ○ ○ ○ ○
〃 森　捨生 　〃　今宿村 ○ ○ ○ ○ ○
〃 原田与三 糟屋郡仲原村 ○
〃 河辺亀太郎 　〃　多々良村 ○
〃 三島藤太 糸島郡波多江村
〃 堀川辰之助 糟屋郡箱崎町
監 査 役 三島藤太 糸島郡波多江村 ○ ○ ○ ○ ○
〃 青柳四郎 糟屋郡小野村 ○ ○ ○ ○ ○
〃 原田与三 　〃　仲原村 ○ ○ ○ ○
〃 森　紋吉 　〃　立花村 ○
〃 河辺亀太郎 　〃　多々良村 ○ ○ ○ ○
〃 楢崎顕三 糸島郡加布里村 ○ ○ ○ ○






大正 14 年 大正 15 年 昭和 2年 昭和 3年 昭和 4年 昭和 5年 昭和 6年 昭和 7年 昭和 8年
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○





○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 5 表　新九州蚕種株式会社の役員（昭和 8 〜 15 年）
役職 昭和 8年 6月 20 日～昭和 11 年 6 月 19 日 昭和 13 年 昭和 15 年
代表取締役社長 今井五介 今井五介 今井五介
　　取締役副社長 池見辰次郎 池見辰次郎 池見辰次郎
常 務 取 締 役 香下恒夫 香下恒夫 香下恒夫
取 締 役 藤　勝栄 河辺六助 三島藤太




監 査 役 （安武永太郎） 安武永太郎 安武永太郎
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